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1． はじめに 

世界有数の自然災害大国と呼ばれる日本にお

いて学校施設は，児童生徒等の学習・生活の場

であるとともに，災害時には地域住民の避難所

としての役割も果たすことから，防災機能の強

化は極めて重要である．「学校施設の防災力強

化プロジェクト（平成 28 年度）」[1]では，模

擬避難を行い，経路・避難行動両面からの課題

を抽出する．しかし，地域住民が避難訓練など

で防災対策を行ったとしても，観光などでこれ

までに訪れたことがないような地域では，迅速

に非難することが難しい場合がある．そのため，

地域住民だけでなく地域外の人でも避難しやす

い環境を整える必要がある． 

本研究では，地域外の人にとってどのような

場所にどのような避難誘導が必要であるのか検

討するために，避難行動計測実験後に参加者に

インタビューを行った． 

2． 避難行動計測実験 

本研究では，スタート地点からゴール地点ま

での行動(GPS)と振る舞い(迷い時刻)を記録し，

地域外の人にとってどのような場所にどのよう

な避難誘導が必要であるのか検討する．実験実

施時には参加者と観察者が 2 人 1 組となって，

参加者の振る舞いを記録するペアテスティング

手法[2]を適用する．参加者は計 11 名，観察者

は 4 名とした．迷い位置の記録と確認，インタ

ビューによる迷い位置での状況を確認した．迷

い位置の記録には振る舞い記録ツール[2]を用い

た． 

記録終了後に参加者に対して記録した行動と

振る舞いのデータをもとにペアテスティング手

法の振る舞いの確認に基づくインタビューを行

う．参加者自身が記録した振る舞いと，観察者

が参加者を観察しながら記録した振る舞いが迷

いの振る舞いかどうかを参加者に確認してもら

う．その際，参加者と観察者が記録した振る舞

いをそれぞれ地図上に可視化し，インタビュー

しながら迷い位置の確認をする．確認した振る

舞いが迷い位置の場合は図 1 のようにグラフを

作成し，その位置で迷っていた理由を参加者に

記入してもらう． 

記録した行動と振る舞いのデータを集計した．

その結果，ゴール地点に到着できた参加者は 11

名中 4 名と少ないことがわかった．また，参加

者と観察者が記録した振る舞いの中で迷いの振

る舞いと確認された回数を図 2 に示す．図 2 よ

り，観察者のみが記録した迷いの回数が 38 回で

あることから，参加者自身が気づいていない無

意識の迷いがあることがわかった． 

3． 迷い位置による状況分類 

 地域外の人にとってどのような場所にどのよ

うな避難誘導が必要であるのか検討するために，

インタビューで確認した迷い位置での状況を分

類する．迷い位置での状況分類には，観察者と
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図 1 迷いの振る舞い時刻のグラフ 
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して経験がある 3 名で KJ 法を行った．ブレスト

で出たアイデアを整理し俯瞰することで，そこ

から新たな着想やアイデアを得ることができる．

そのため，観察結果の整理やアイデアの収束技

法として用いられる．KJ 法は(1)ブレストの実施

とカードの記入(単位化)，(2)グルーピング(結

合化)，(3)並び替え(図解化)，(4)言葉にする

(文章化)の 4つのステップで進める． 

 (1)ブレストの実施とカードの記入では，グラ

フ作成時の迷いの理由をカード化した．カード

は計 55 枚となった． (2)(3)(4)を繰り返し，迷

い位置での状況を分類した結果を図 3 に示す．

図 3 より，大きく 4 つの状況にまとめることが

できた． 

・地図との不一致：20 枚 

・迷いから確信(正誤含む) ：20 枚 

・疑問：9枚 

・不安：6枚 

これらのことから，迷いが発生する位置は分

かれ道がある地点だけではなく，地図上で確認

して想像した風景と実際の風景に違いがあるこ

とや確実な情報がないことによる迷いなど，

様々な要因があることが明らかとなった． 

4． 迷いの記録回数が多い位置の状況分析 

迷いの記録回数が多い 3 か所である地点α(7

回)，地点β(5 回)，地点γ(5 回)の迷いの理由

を分析する．その結果，地図との不一致が 10 回

と最も多く，迷いから確信(正誤含む)が 5 回，

疑問が 2 回であることがわかった．最も多かっ

た地図との不一致の内訳は，「ランドマークが

見つからない」が 8 回，「想像と道の距離がち

がう」が 2 回だった．このことから，地図に記

載されている情報と実際に視覚から入る情報に

違いがあると迷いやすいことが明らかとなった． 

分析結果より，ランドマークの重要性が示さ

れるとともに，実際に視界から入る情報をもと

に地図を作成・更新する必要性が示された．災

害時には様々な方向から避難することが考えら

れるため，複数個所に案内図を設置する必要が

ある．また，迷い位置の一部に案内を設置する

ことでその周辺やその先の位置で発生した迷い

が解消される可能性が考えられる．そのため，

迷い位置の一部に案内を設置した場合，新たに

迷い位置を抽出する必要がある．ただし，街並

みが変わる可能性が高いため，ランドマークを

案内に記載した場合は案内の更新をしなければ

いけない．案内の更新を削減するための案内図

の検討は今後の課題とする． 

5． まとめ 

 本研究では，地域外の人にとってどのような

場所にどのような避難誘導が必要であるのか検

討するために，避難行動計測実験後に参加者に

インタビューを行った．インタビューで確認し

た迷い位置での状況を分類した結果，大きく 4

つの状況(地図との不一致，迷いから確信(正誤

含む) ，疑問，不安)にまとめることができた．

分析結果より，ランドマークの重要性が示され

るとともに，実際に視界から入る情報をもとに

地図を作成・更新する必要性が示された． 
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図 2 迷いの振る舞いと確認された回数 

 
図 3 迷い位置での状況分類の結果 
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